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早
い
も
の
で
昭
和
四
十
三
年
に
卒
業
し
た
我
々
は
、
来
春

母
校
卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
の
間
、
社
会
に
巣
立
っ
て
か
ら
経
験
を
重
ね
て
人
生
を

歩
ん
で
き
ま
し
た
。
他
の
年
次
と
比
べ
て
ま
と
ま
り
が
な
い

同
期
で
、こ
の
同
期
会
は
三
年
前
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

有
志
が
発
起
人
と
な
り
、
平
成
二
十
七
年
十
月
に
設
立
、
毎

年
、
母
校
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
お
い
て
年
次
総
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。 

　

同
期
会
を
立
ち
上
げ
る
に
あ
た
り
、
苦
労
し
た
の
は
卒
業

生
の
把
握
が
大
変
困
難
な
こ
と
で
し
た
。
そ
れ
は
個
人
情
報

保
護
法
と
い
う
壁
で
、
む
や
み
に
個
人
の
住
所
等
を
関
係
先

か
ら
聞
き
出
す
こ
と
は
断
ら
れ
、
困
難
を
極
め
ま
し
た
。
同

窓
会
誌
「
東
京
経
済
」
一
月
号
に
「
四
十
三
年 

卒
業
の
皆

さ
ん
へ 

ご
協
力
の
お
願
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信

し
ま
し
た
が
効
果
は
い
ま
ひ
と
つ
で
し
た
。 

　

入
学
当
時
の
こ
と
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
の
ど
か
な
風
景

の
中
で
学
生
時
代
を
過
ご
し
た
と
い
う
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

国
分
寺
駅
南
口
を
少
し
は
ず
れ
た
ら
、
す
ぐ
畑
で
、
風
の
強

い
日
は
砂
ぼ
こ
り
が
立
ち
、
雨
が
降
れ
ば
通
学
路
は
ド
ロ
ン

コ
道
。
中
央
線
の
線
路
脇
を
歩
い
て
通
い
ま
し
た
。
環
境
は

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

当
時
、
母
校
は
経
済
学
部
、
経
営
学
部
、
短
期
大
学
部
の

経
済
単
科
大
学
、
英
文
呼
称
も
カ
レ
ッ
ジ
、
女
子
学
生
も
数

え
る
程
。
た
だ
そ
の
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ

た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
お
り
ま
す
。

　

来
春
卒
業
五
十
周
年
を
迎
え
る
我
々
は
、
大
学
の
恒
例
行

事
と
し
て
、
卒
業
三
十
・
四
十
周
年
を
迎
え
る
同
期
生
と
共

に
、
来
年
三
月
二
十
三
日
（
金
）
に
、
母
校
二
〇
一
七
年
度

卒
業
式
に
招
待
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
卒
業
式
へ
の
臨
席
と
そ

の
後
の
合
同
懇
親
会
へ
の
招
待
で
す
。
大
学
主
催
の
記
念
行

事
が
終
了
後
、
母
校
内
の
会
場
で
「
昭
和
四
十
三
年
卒
業

五
十
周
年
記
念
同
期
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
案
内
は
大

学
の
ご
厚
意
で
卒
業
式
典
へ
の
招
待
状
に
同
封
い
た
し
ま
す

が
、多
く
の
同
期
生
の
集
い
に
な
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

葵
友
会
会
員
諸
氏
、
並
び
に
ゼ
ミ
・
ク
ラ
ブ
等
へ
同
期
の
諸

君
の
参
加
の
お
誘
い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

国
分
寺
駅
周
辺
も
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
も
大
き
く
変
り
ま
し

た
。
駅
北
口
で
は
再
開
発
が
進
行
中
で
、
来
年
に
は
三
十
六

階
の
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
ビ
ル
が
完
成
、
母
校
で
は｢

百
周
年
記

念
館｣

、「
新
図
書
館
」、「
大
倉
喜
八
郎 

進
一
層
館
」
等
が

整
い
、
充
実
し
て
き
ま
し
た
。 

　

卒
業
以
来
キ
ャ
ン
パ
ス
に
足
を
運
ん
だ
こ
と
の
な
い
皆
様

は
旧
交
を
温
め
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
同
期
生
が
集
い
、
再

会
を
喜
び
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
三
年
卒
業
の
皆
様
へ 

「
卒
業
五
十
周
年
記
念
同
期
会
」
で

再
会
し
ま
し
ょ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

同
期
会
事
務
局
長	

松
下
　
正
勝


